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　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 1-01,1-02,1-08,5-06 部・課

事　業　名 みんなで支える里山整備事業
(森林づくり県民税活用事業)

09 04 10

森林法第193条、同施行令第12条

実施方法
国庫･
県単

　県の補助

実施期間 H20 H24 根拠法令等

補助・県単独公
共

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　森林づくり県民税を活用し、集落周辺の里山林のもつ公益的機能が十分発揮できるよう、間伐等の森林整備を実施し、健
全な森林の育成を図る。

対　象 　地方公共団体、森林組合、生産森林組合、森林整備法人、NPO、森林施業計画作成者等

目指すべき姿
　適切な森林整備を実施することにより、森林の持つ公益的機能の維持及び向上を図り、林地災害の防止や地球環境の保
全を推進する。

事業内容

　県内民有林のうち、里山の集落周辺に位置し、家屋、公共施設等の保全上重要な小流域の範囲で、市町村が必要と認め
る次の条件を全て満たす森林の整備に対して補助する。
　（実質補助率：【国】51/100,【県】39/100）
・10年以上施業が放棄され、緊急に間伐が必要と認められる森林又は同等の状況にある森林であること。
・私有林であること。
・山地災害防止､生活環境保全､水源かん養､いずれかの機能の高度発揮が必要な森林又はこうした森林と一体をなす森林

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 3.30

千円 27,446

1,218,043

23年度 24年度（当初）

0 00

23年度事業費の主な内訳

千円 1,241,344 990,710 補助金1,241,344千円

千円 1,218,043 1,241,344 ―

千円

3.30 3.30

27,251 27,251

千円 1,245,489 1,268,595 1,017,961

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
間伐面積当たり実施単価

千円/ha

22年度

ha

左記以外のH23年度実績

間伐実施面積（活） ha 5,446 6,007 4,890

23年度 24年度（見込）

（効率指標算出式）
概算事業費／間伐面積

間伐実施面積累計（活）

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

□　余地あり

■　横ばい □　減少

■　当面余地なし

□　余地なし

207 203

・未整備の里山が多く存在し、本事業を実施することで県民の森
林整備に対する関心が高まり、年々実施面積が増加していること
からニーズは高く推移している。
・長野県森林づくり県民税を活用して事業を実施しており、当面
は県の関与及び事業改善の余地はない。

b
期待どおり

□　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　余地なし

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・より計画的な事業の推進に努めるとともに、地域の声の把握に努め事業展開を図る。
・搬出間伐を推進することにより、林業従事者の不足が考えられることから、労働力の確保を図る必要がある。

特記事項

■　当面余地なし

10,548 16,555 21,445

　長野県森林づくり県民税を活用し、H20年度から
H24年度までに23,400haの間伐を計画しており、
H23年度は6,000haの里山の間伐を実施する。

・市町村や事業主体に対して事業説明等を実施し、間伐計画の6,000haに
対し6,007haを実施することができた。

224

県の関与を見直す
余地

内　線

E-mail

担
当
課

林務部森林づくり推進課

3255

shinrin@pref.nagano.lg.jp


